
　

湖
西
市
出
身
。
京
都
大
学
で
フ
ラ
ン
ス
文
学

を
学
び
、
教
育
実
習
は
英
語
、
採
用
試
験
は
国

語
で
受
験
と
い
う
マ
ル
チ
タ
レ
ン
ト
だ
。

　

初
任
の
川
根
高
で
剣
道
と
出
合
う
。「
副
顧

問
に
手
を
挙
げ
た
の
が
運
の
尽
き
。
生
徒
に
し

ご
か
れ
、
え
ら
い
目
に
遭
い
ま
し
た
よ
」
と
笑

う
が
、
現
在
7
段
の
腕
前
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

長
崎
大
会
に
も
出
場
し
た
。
土
肥
、磐
田
商（
現

磐
田
西
）、
焼
津
中
央
、
上
海
外
国
語
学
院
を

経
て
１
９
９
５
年
（
平
成
７
年
）、
本
校
に
着

任
し
た
。

　

ク
ラ
ス
担
任
を
３
年
務
め
た
後
、
長
谷
部
誠

選
手
も
在
学
し
た
学
年
の
学
年
主
任
、
剣
道
部

顧
問
も
務
め
、
多
く
の
生
徒
に
慕
わ
れ
た
。

　
「
茶
髪
や
ピ
ア
ス
、
遅
刻
、
欠
席
も
多
い
学

年
で
、
正
直
大
変
な
学
年
だ
っ
た
。
し
か
し
手

の
か
か
る
子
を
ほ
う
っ
て
は
お
け
ず
、
機
会
あ

る
ご
と
に
声
を
か
け
る
よ
う
に
し
て
い
た
。
あ

る
日
、
遅
刻
し
て
部
室
に
い
た
生
徒
を
見
つ
け
、

茶
髪
論
争
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
彼
は
不
幸
に

も
大
学
２
年
で
急
逝
。
後
日
母
親
か
ら
彼
の
私

へ
の
思
い
を
聞
か
さ
れ
、
顧
み
て
忸
怩
（
じ
く

じ
）
た
る
も
の
が
あ
っ
た
。
し
か
し
在
学
中
手

の
か
か
っ
た
生
徒
た
ち
が
、
卒
業
後
教
育
実
習

に
来
た
り
、
結
婚
式
の
ス
ピ
ー
チ
を
頼
ん
で
き

た
り
す
る
」

　
「
大
変
な
学
年
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
教
師
た
ち

も
結
束
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
個
人
的
に
手

柄
を
立
て
よ
う
と
か
、
受
験
受
験
と
尻
を
た
た

く
感
じ
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
せ
い
か
当
時
の
学

年
部
仲
間
で
年
に
１
回
、
旧
交
を
温
め
て
い
る
」

　
「
東
高
に
来
て
さ
す
が
だ
と
感
心
し
た
の
は
夢

の
祭
典
だ
。
脚
本
や
舞
台
装
置
な
ど
全
て
自
分
た

ち
で
作
り
上
げ
て
演
じ
る
。
机
上
の
学
習
と
は

違
っ
た
活
き
た
勉
強
を
し
て
人
間
と
し
て
成
長
す

る
。
こ
れ
ぞ
文
化
祭
だ
と
思
っ
た
」

　
「
私
の
授
業
は
全
員
参
加
が
モ
ッ
ト
ー
。
１
人

で
も
多
く
あ
て
て
い
た
。
答
え
ら
れ
な
い
と
『
は

い
、
立
っ
て
！
』、
ク
ラ
ス
全
員
を
立
た
せ
た
こ

と
も
あ
っ
た
。
嫌
が
る
生
徒
も
い
た
が
、
大
方
は

ち
ょ
っ
と
し
た
緊
張
感
を
楽
し
ん
で
く
れ
て
い
た

よ
う
だ
」

　

土
肥
高
で
始
め
た
校
内
マ
ラ
ソ
ン
は
、
本
校
で

定
年
の
年
ま
で
生
徒
に
混
じ
っ
て
走
っ
た
。「
牧

歌
的
な
雰
囲
気
の
残
る
い
い
時
代
に
教
員
生
活
が

送
れ
ま
し
た
よ
」
と
話
す
。

　

退
職
後
は
藤
枝
西
な
ど
５
校
で
、
最
後
に
本
校

で
も
教
壇
に
立
っ
た
。
今
も
時
に
本
校
道
場
に
足

を
運
び
、
部
員
と
竹
刀
を
交
え
て
い
る
。

　
「
文
筆
活
動
も
気
ま
ま
に
続
け
、
最
近
で
は
童

話
を
書
き
懸
賞
に
応
募
。
新
聞
の
投
書
や
川
柳
な

ど
に
も
投
稿
し
て
い
る
」
そ
う
だ
。
３
冊
の
著
書

が
本
校
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
他
町
内
会
有
志
で
放
置
竹
林
の
整
備
や
通

学
路
の
草
取
り
に
も
汗
を
流
し
て
い
る
。

　

と
も
か
く
「
ほ
う
っ
て
お
け
な
い
」
人
だ
。

　

藤
枝
市
時
ケ
谷
在
住
。
76
歳
。（

会
報
委
員
k
）

東高1年の歩み（令和元年10月〜）

【
体
育
大
会
】
２
０
１
９
年
10
月
２
日

【
マ
ラ
ソ
ン
大
会
】
２
０
２
０
年
１
月
29
日

　

好
天
に
恵
ま
れ
て
、
生
徒
た
ち
は
思
い
切
り
走
り
、
動
き
、

応
援
を
し
ま
し
た
。
み
ん
な
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
し
た
。

　

３
月
以
降
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、多
く
の
行
事（
千

南
祭
・
球
技
大
会
な
ど
）
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
３
月
２
日
の

【
卒
業
式
】
と
４
月
６
日
の
【
入
学
式
】
も
、
関
係
者
の
み

で
規
模
を
縮
小
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
皆
が
マ
ス
ク
を
着
用
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
も
生
徒
た
ち
が
各
自
の
ペ
ー
ス
で
全
力
を
尽
く
し
て

走
り
抜
き
、
全
員
が
完
走
し
ま
し
た
。

令和２年度入試　大学別合格者数一覧
【 国 立 大 学 】 【 公 立 大 学 】

【 私 立 大 学 】

【 短 期 大 学 】

【準大学・専門学校等】

大学名 合格者数（含既卒）
北海道 1
弘前 1
東北 4
秋田 2
福島 1
茨城 2
筑波 5
群馬 1
埼玉 4
千葉 6
東京海洋 1
お茶の水女子 3
電気通信 4
東京 1
東京外語 3
東京学芸 1
東京農工 1
一橋 1
横浜国立 1
上越教育 2
新潟 2
富山 3
金沢 3
福井 2
山梨 7
信州 4
岐阜 1
静岡 23
愛知教育 1
名古屋 9
名古屋工業 1
三重 3
京都 3
大阪 3
大阪教育 1
神戸 2
兵庫教育 1
奈良教育 1
奈良女子 1
鳥取 1
岡山 1
広島 4
山口 1
徳島 1
九州工業 1
宮崎 1

計 126

大学名 合格者数（含既卒）
札幌市立 1
前橋工科 3
高崎経済 1
東京都立 7
神奈川保健福祉 1
横浜市立 2
富山県立 1
山梨県立 2
長野県立 4
静岡文芸 3
静岡県立 11
愛知県立 1
名古屋市立 1
滋賀県立 2
京都府立 4
京都府立医科 1
大阪府立 1
神戸市外語 1
島根県立 1
岡山県立 1
広島県立 1

計 50

大学名 合格者数（含既卒）
北海道医療 1
奥羽 1
獨協 6
文教 1
川村学園女子 1
国際武道 1
千葉工業 5
青山学院 4
亜細亜 1
桜美林 2
学習院 1
北里 8
杏林 1
慶應義塾 4
工学院 1
国学院 4
国士館 2
駒澤 12
実践女子 1
芝浦工業 17
順天堂 5
上智 2
白百合女子 1
成蹊 7
成城 2
専修 6
大正 2
大東文化 1

大学名 合格者数（含既卒）
静岡県大短 1

計 1

大学名 合格者数（含既卒）
水産大学校 1
静岡市立静岡看護専門学校 1
静岡県中部看護専門学校 1
京都建築大学校 1
海上保安学校 1

計 5

大学名 合格者数（含既卒）
玉川 2
中央 13
津田塾 2
帝京 3
東海 12
東京音楽 1
東京経済 3
東京工科 3
東京女子 2
東京電機 15
東京農業 21
東京理科 13
東邦 1
東洋 25
日本 27
日本女子 3
日本体育 1
法政 7
東京都市 3
武蔵野 13
明治 12
明治学院 1
明星 2
立教 6
立正 1
早稲田 7
麻布 1
神奈川 25
鎌倉女子 1
関東学院 3
フェリス女学院 3
金沢医科 1
金沢星稜 1
金沢工業 2
金城 1
岐阜女子 1
岐阜聖徳学園 1
中部学院 1
静岡理工科 7
聖隷クリストファー 5
常葉 201
静岡英和学院 2
静岡福祉 1
愛知 6
愛知学院 13
愛知工業 3
愛知淑徳 4
金城学院 2
椙山女学園 1
中京 12
中部 2
東海学園 1
豊田工業 1

大学名 合格者数（含既卒）
名古屋外語 5
名古屋学院 2
南山 12
名城 11
愛知東邦 1
名古屋学芸 5
びわこ成蹊 1
京都外国語 1
京都産業 5
京都女子 5
京都造形芸術 1
京都橘 1
同志社 20
同志社女子 1
立命館 59
龍谷 6
大阪学院 1
大阪薬科 2
関西 4
関西外国語 1
近畿 13
摂南 2
関西学院 4
甲南 1
神戸国際 1
奈良 1
岡山理科 2
川崎医療福祉 1
日赤広島看護 1
九州国際 1
計 772

◇お断り
本年は新型コロナウイルス感染拡大により、同窓会、学
校ともに活動縮小を余儀なくされました。同窓会報「千
南原」34 号も例年の４ページから２ページに縮小させ
ていだたきました。

田
村
　
英
敏
先
生（１９９５年４月から２００４年３月まで在職）

恩
師
を訪

ね
て

　

藤
枝
東
高
等
学
校
を
卒
業
し
て
58
年
、
紆
余

曲
折
の
人
生
で
心
に
残
る
の
は
、
東
高
の
お
お
ら

か
な
校
風
で
あ
る
。
焼
津
中
学
か
ら
進
学
し
た
私

は
廊
下
の
汚
さ
に
唖
然
と
し
た
が
、
直
ぐ
馴
染
ん

で
し
ま
っ
た
。
３
年
の
と
き
、
期
末
試
験
の
問
題

が
２
年
生
と
一
緒
だ
と
分
か
り
、
自
尊
心
を
傷
つ

け
ら
れ
た
私
た
ち
は
試
験
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
た
が
、

先
生
た
ち
は
何
も
言
わ
な
か
っ
た
。
進
学
校
だ
が

煩
わ
し
い
指
導
も
な
く
、
し
か
し
私
た
ち
が
様
々

な
大
学
に
進
み
、
社
会
人
と
し
て
可
な
り
に
活
躍

で
き
た
の
は
、
東
高
で
培
わ
れ
た
お
お
ら
か
さ
の

お
蔭
と
思
う
。

　

私
が
弁
護
士
に
な
っ
た
１
９
７
０
年
代
は
英
語

を
業
務
の
ツ
ー
ル
と
す
る
法
律
事
務
所
は
希
で
、

そ
の
よ
う
な
と
き
、
上
智
大
学
の
英
会
話
教
室
と

米
国
の
法
律
事
務
所
で
英
語
力
を
磨
き
、
経
済
界

に
「
渉
外
」
と
い
う
専
門
分
野
を
提
供
し
て
成
功

を
納
め
、
大
法
律
事
務
所
を
築
い
た
先
輩
が
身
近

に
い
る
。
目
の
前
に
手
本
が
あ
る
の
に
30
年
何
も

し
な
か
っ
た
私
は
、
前
所
長
の
急
逝
を
機
に
、
学

校
の
顧
問
が
多
い
特
色
を
生
か
し
「
学
校
法
務
の

　

私
は
現
在
、
海
外
の
映
画
や
ド
ラ
マ
に
日
本
語

字
幕
を
つ
け
る
字
幕
翻
訳
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

字
幕
に
は
、
１
秒
に
４
文
字
、
１
行
は
14
文
字
以

内
な
ど
の
ル
ー
ル
が
あ
り
、
使
え
る
漢
字
も
作
品

や
制
作
会
社
に
よ
っ
て
指
定
が
あ
り
ま
す
。
ぱ
っ

と
見
て
ス
ト
レ
ス
な
く
読
め
る
字
幕
を
作
る
に
は
、

英
語
力
だ
け
で
な
く
読
み
や
す
い
日
本
語
を
書
く

技
術
も
必
要
で
す
。
表
示
時
間
内
に
読
み
切
れ
る

よ
う
、
セ
リ
フ
原
文
の
情
報
を
取
捨
選
択
し
な
が

ら
字
幕
に
し
て
い
く
時
、
野
本
寛
一
先
生
に
「
要

約
文
」
の
書
き
方
を
教
え
て
頂
い
た
現
国
の
授
業

を
思
い
出
し
ま
す
。

　

バ
ブ
ル
期
の
Ｏ
Ｌ
か
ら
塾
の
英
語
講
師
を
経
て

通
訳
学
校
で
学
び
、
放
送
通
訳
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ

報
道
に
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
双
子
出
産
を

機
に
在
宅
で
働
け
る
字
幕
翻
訳
に
転
向
し
ま
し

た
。
子
育
て
に
大
忙
し
の
頃
は
映
画
の
特
典
映
像

（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
収
録
さ
れ
る
出
演
者
や
監
督
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
）
の
仕
事
が
多
く
、「
ボ
ヘ
ミ
ア
ン･

ラ

プ
ソ
デ
ィ
」
や
「
グ
レ
イ
テ
ス
ト･

シ
ョ
ー
マ
ン
」

の
撮
影
裏
話
な
ど
も
訳
し
ま
し
た
。
今
年
は
本
編

字
幕
を
手
が
け
た
映
画
「
ペ
ッ
ト･

セ
メ
タ
リ
ー
」

弁護士
東京音楽大学理事長

鈴木　勝利
（35回、昭和37年卒）

映像翻訳者

田口　絵里
（57回、昭和59年卒）

東高を卒業してどんな経験も糧にして

専
門
家
」
を
標
榜
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
の
大
学
や

高
校
か
ら
大
き
な
反
響
が
あ
り
、
こ
の
分
野
に
限

れ
ば
、
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
法
律
事
務
所
を
作

れ
た
と
自
負
し
て
い
る
。

　

私
は
時
折
、
な
ぜ
音
楽
大
学
の
理
事
長
に
な
れ

た
の
か
聞
か
れ
る
。
偶
然
で
す
と
答
え
る
が
、
本

学
創
立
者
の
女
婿
で
東
大
法
学
部
長
を
さ
れ
た
我

妻
榮
先
生
が
本
学
２
代
学
長
と
な
り
、
歴
代
理
事

長
に
は
法
律
家
が
多
い
。
理
事
長
に
就
任
し
た
私

は
、
世
界
の
音
楽
大
学
が
30
年
前
か
ら
志
願
者
を

減
ら
し
て
い
る
の
に
何
の
改
善
策
も
講
じ
て
い
な

い
こ
と
を
知
り
、
愕
然
と
し
た
。
志
願
者
が
減
る

原
因
は
18
歳
人
口
の
減
少
で
な
く
、「
優
れ
た
音

楽
家
の
育
成
」
を
唯
一
の
教
育
目
標
と
し
て
い
る

こ
と
に
あ
り
、
こ
の
改
革
が
急
務
と
考
え
る
。
音

楽
・
英
語
・
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
・
Ｉ
Ｔ
技
術
を
融

合
し
た
教
育
を
行
う
こ
と
に
よ
り
学
生
の
進
路
の

多
様
化
を
図
り
、
あ
た
か
も
法
学
部
の
よ
う
に
、

専
門
家
を
目
指
さ
な
い
学
生
も
志
願
す
る
音
楽
大

学
に
し
よ
う
と
改
革
を
続
け
て
い
る
。

が
劇
場
公
開
さ
れ
、
現
在
は
秋
に
配
信
が
始
ま
る

司
法
ド
ラ
マ
シ
リ
ー
ズ
を
翻
訳
中
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
道
は
決
し
て
平
坦
で
は
な
く
、
学

習
中
に
リ
ス
ニ
ン
グ
で
耳
を
酷
使
し
た
た
め
突
発

性
難
聴
で
入
院
、
放
送
通
訳
時
代
に
は
ア
メ
リ
カ

同
時
多
発
テ
ロ
が
起
き
て
番
組
が
全
部
キ
ャ
ン
セ

ル
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
40
代
後
半
は
ス

キ
ー
で
骨
折
し
た
り
大
病
を
し
た
り
で
６
回
も
の

手
術
を
受
け
、
仕
事
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

で
も
、
人
生
に
無
駄
な
こ
と
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

入
院
経
験
は
病
室
シ
ー
ン
の
セ
リ
フ
を
訳
す
際
に

役
立
ち
ま
す
し
、
ス
ポ
ー
ツ
報
道
の
翻
訳
で
は

サ
ッ
カ
ー
の
知
識
を
生
か
せ
ま
し
た
。
海
外
ド
ラ

マ
に
は
聖
書
の
引
用
も
多
く
、
幼
少
期
か
ら
教
会

に
通
っ
て
い
る
こ
と
に
助
け
ら
れ
、
中
学
の
頃
に

趣
味
で
詩
を
書
き
写
し
て
い
た
こ
と
も
テ
ン
ポ
の

良
い
字
幕
を
書
く
リ
ズ
ム
感
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
若
い
世
代
の
皆
さ
ん
に
は
、
興
味
の
赴
く
ま

ま
に
様
々
な
こ
と
を
吸
収
す
る
よ
う
お
勧
め
し
ま

す
。
い
つ
か
点
と
点
が
つ
な
が
っ
て
、
人
生
を
豊

か
に
し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

令和 2年（2020 年）10月１日千　南　原 第34号（2） 同　窓　会　報




